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訪日外国人旅行者を増加させるために特に重要だと思う施策 ［MA］（n=3000）

空港や駅、観光地、宿泊施設での
外国語等による案内・応接の充実

その他 3.6

17.1

38.2

41.4

14.0

20.6

30.6

24.7

49.8

51.0

5.8

5.2

特にない

国民ひとりひとりのおもてなしのこころの醸成

外国人にとって魅力的な観光地の形成

外国人にも対応した宿泊施設の整備

査証の緩和や入国審査の迅速化

外国のカードを利用できるATMの普及や
キャッシュレス化の促進

空港と観光地間等、国内移動時の
交通機関の整備・充実

国際航空路線の充実

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

わからない

海外における日本の魅力のさらなるPR

訪日外国人旅行者が増加することについて ［MA］（ｎ＝3000）

街がにぎやかになり、地域経済の活性化につながる

6.5

2.2

7.9

8.6

24.2

47.7

16.3

16.8

40.6

10.0

51.3

その他

宿泊施設の雰囲気・サービス等が変わり、
国内旅行がしにくくなる

英語だけでなく外国語の表記が増え、
標識が見にくくなる

地域社会の中でトラブルが多くなる

治安の面から不安であり、
何らかの対策が必要である

自分も海外旅行に行ってみようと
思う意識が高まる

案内標識の整備などにより
暮らしやすいまちづくりが進む

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国民ひとりひとりのおもてなしのこころが向上する

国際交流が進み相互理解が深まる

わからない

訪日外国人旅行者に対する実感 ［SA］（ｎ＝3000）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

増えた どちらかといえば増えた どちらかといえば減った 減った わからない

15.9 38.8 13.9 33.63.6 27.9

観光立国の実現に向けて特に重要だと思う観光庁の施策 ［MA］（ｎ＝3000）

日本人の海外旅行の促進

5.0

5.2

34.5

31.9

54.6

61.0

16.4

11.7

27.6

特にない

観光に関する人材の育成

観光産業の国際競争力の強化（外国人旅行者向けの宿泊施設の整備など）

観光をしやすい環境の整備
（休暇取得の推進など）

魅力ある観光地づくり

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国際会議の開催・誘致

外国人の訪日旅行の促進

わからない

「旅行に行った回数」として数えるもの ［MA］（n=3000）　

遊園地やテーマバークなどに出かけた回数

友人や知人を訪問するために遠出した回数

62.5

34.2

24.2

71.3

40.4

27.7

15.4

15.8

36.2

28.2

30.2

21.0

32.5

14.7

3.9

7.3

4.9

11.2

お祭りや行事へ参加あるいは見学のために
遠出した回数

帰省や親戚を訪問するために遠出した回数

ショッピングや食べ歩きのために遠出した回数

釣りや写真、マラソン大会参加や登山などの
趣味をするための遠出の回数

スキー、ゴルフ、ダイビングなどに出かけた回数

ドライブで遠出した回数

温泉に出かけた回数

動物園、水族館、博物館、美術館などに出かけた回数

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自然体験、農業体験などのために遠出した回数

特に何もしない休養のために遠出した回数

エステやタラソテラピー、森林浴などの
健康のために遠出した回数

ボランティアなどの活動のために遠出した回数

出張に出かけた回数

普段の職場や学校と違う場所での
研修・講習に出かけた回数

留学あるいは留学先と行き来した回数

名所や旧跡めぐりなどに出かけた回数

有給休暇の取得が増えた場合に行いたい活動 ［MA］（n=1731）　

1週間未満の海外旅行

健康・美容（クアハウス、エステティック、ウォーキング、フィットネスなど）

43.3

25.6
63.9

21.8

15.1

12.2

19.8

23.7

28.2

15.7

2.7

31.8

13.0

8.3

10.8

7.4

1.2

4.6

競輪、競馬、競艇など

テーマバーク、レジャーランドなど

アウトレジャースポーツ（オートキャンプ、登山・ハイキング、釣り、海水浴など）

スポーツ（ゴルフ、テニス、ウィンタースポーツ、マリンスポーツ、スカイスポーツなど）

宿泊をともなう帰省

日帰りの国内旅行

1泊の国内旅行

2泊以上の国内旅行

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

映画・演劇・コンサート鑑賞、スポーツ観戦など

語学や資格取得など自己研さん

創作活動（写真、絵画など）

園芸、ガーデニング

ボランティア活動や地域社会での活動

その他

追加したり、増やしたいものはない

1週間以上の海外旅行

国内旅行に行きたいと思うようになるための条件 ［MA］（ｎ＝3000）

移動手段が安いこと

1.4

2.7

4.1

5.3

50.4

50.4

29.4

71.4

66.8

40.5

58.3

特にない

その他

バリアフリーが整備されていること

魅力的な宿泊施設（温泉等を含む）があること

魅力的な観光地（食事、お土産等を含む）があること

魅力的な旅行商品があること

宿泊料や入場料などが安いこと

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族と一緒に休みが取れること

連続して休めること

わからない

観光庁の認知度 ［SA］（ｎ＝3000）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

名前も内容も知っている 名前は聞いたことはあるが、内容までは知らない 名前も内容も知らない

7.0 55.5 37.6

観 光 経 済 新 聞２００９年（平成２１年）１０月２４日（土曜日） 週 刊（９） 第２５３５号第３種郵便物認可

観光庁の認知度、３割上昇
観観光光庁庁「「観観光光立立国国とと観観光光庁庁にに関関すするる調調査査」」かからら

観
光
庁
の
国
民
の
間
で
の
認
知
度
が
こ
の
１
年
で
お

よ
そ
３
割
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
、
１
日
に
観
光
庁
が

発
表
し
た
意
識
調
査
の
結
果
で
分
か
っ
た
。
昨
年
１０
月

に
内
閣
府
が
行
っ
た
調
査
で
は
、観
光
庁
に
つ
い
て「
名

前
も
内
容
も
知
っ
て
い
る
」
「
名
前
は
き
い
た
こ
と
が

あ
る
」
と
回
答
し
た
人
は
、
全
体
の
３５
・
８
％
だ
っ
た

が
、
今
回
は
６２
・
５
％
と
な
っ
た
。

前
回
調
査
と
同
様
に
、
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
て

重
要
だ
と
思
う
観
光
庁
の
施
策
に
つ
い
て
も
調
査
。
上

位
３
項
目
は
「
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
」
（
６１
・
０

％
、
前
回
５９
・
６
％
）
、
「
観
光
を
し
や
す
い
環
境
の

整
備
（
休
暇
取
得
の
推
進
な
ど
）」（
５４
・
６
％
、
前
回

４６
・
５
％
）
、
「
観
光
に
関
す
る
人
材
の
育
成
」
（
３４

・
５
％
、
前
回
３４
・
４
％
）
で
、
前
回
調
査
と
同
じ
だ

っ
た
。
訪
日
外
国
人
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
前
回
１
位

の
「
治
安
の
面
か
ら
不
安
で
あ
り
、
何
ら
か
の
対
策
が

必
要
で
あ
る
」
（
４７
・
７
％
、
前
回
５１
・
８
％
）
を
押

さ
え
、
「
国
際
交
流
が
進
み
相
互
理
解
が
深
ま
る
」（
５１

・
３
％
、
前
回
５０
・
７
％
）
が
１
位
だ
っ
た
。

調査対象
全国の２０歳以上の人３千人

調査時期
今年８月１２日～８月１８日

調査方法
ウェブアンケート

外国人観光客について

「
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
」重
要
視
す
る
人
多
く


